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教育のパラダイムシフト

知識観の変化

・知識は一人ひとりが自ら構成するもの（構成主義）

・知識は社会的な営みの中で構成されるもの（社会構成主義）

・知識は経験による学習を通して学ぶもの

育成する能力、学習傾向および評価法の変化

以前（インプット型） 現在（アウトカム型）

能力 知識の量＋応用力 知識を収集し統合して
課題を解決する力

学習傾向 記憶中心の学習 経験による学習

評価法 テスト＋レポート パフォーマンス評価

修了判定 所定科目の評価の合計 所定の到達目標の達成度
2
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我が国と世界が大きな転換期を迎えた現在、この教育改革は、
幕末から明治にかけての教育の変革に匹敵する大きな改革で
あり、それが成就できるかどうかが我が国の命運を左右する
と言っても過言ではない

文科省「高大接続システム改革会議」
最終報告書（2016年3月31日）

これからの時代に向けた教育改革を進めるに当たり、身に付
けるべき力として特に重視すべきは、(1) 十分な知識・技能、
(2) それらを基盤にして答えが一つに定まらない問題に自ら
解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能力、そし
て (3) これらの基になる主体性を持って多様な人々と協働し
て学ぶ態度である

大学教育の実施を通じて卒業時の「出口」を充実させることが
できているかについての社会からの評価も依然として厳しい
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教育の質保証（アウトカムズ保証）には継続的なパフォーマンス
評価が重要 — テストで測ることが出来る能力は限られている —

総合的達成度評価の重要性

出典：東京学芸大学 森本康彦准教授「森本研究室ホームページ」

汎用的能力
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科目の目標に対する達成度の評価
〔認定基準３（１）〕

基準：シラバスに定められた評価方法と評価基準に従って、

科目ごとの到達目標に対する達成度が評価されている
こと

評価基準：成績評価の根拠となる能力のレベル
・定量的基準による評価（試験による知識等の評価）
評価点が知識、理解度、応用力等に対応

例 A評価：全公式の知識と十分な理解、高度な問題への応用力

B評価：主要公式の知識と大半を理解、通常問題への応用力

Ｃ評価：重要公式の知識とその理解、平易な問題への応用力

・定性的基準による評価（汎用的能力の評価）

能力レベルの基準を示すルーブリックを参照して評価
5
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学習・教育到達目標に対する達成度の評価
〔認定基準３（３）〕

基準：プログラムの各学習・教育到達目標に対する達成度

を総合的に評価する方法と評価基準が定められ、そ

れに従って評価が行われていること。

• 個々の科目ごとに行われている評価を単純に総合する方

法だけでなく、例えば、各科目の重み付け、外部試験の

結果なども考慮して総合的に評価する方法、総合的達成

度評価試験の実施など、各学習・教育到達目標に応じて

多様な評価方法の工夫があり、その工夫が教育の改善・

向上につながることを意図している。

6
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学生自身による学習・教育到達目標達成度の点検
〔認定基準２．２（３）〕

基準：学生自身にもプログラムの学習・教育到達目標に対

する自分自身の到達状況を継続的に点検させ、それ

を学習に反映させていること。

• 学生自身にも、プログラムの学習・教育到達目標に対する
自分自身の到達状況を継続的に点検させていること。そし
て、それを学習に反映させていること。

• 学習の評価結果（Evaluation）とそれに対する教員等の
助言・評価（Assessment）によって、学生の気づきを
促し、学習に反映させることを意図している。

• 手法としてポートフォリオが有効である。

7
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Ａ
(a)

政治、経済、歴史、芸術、科学に関
するバランスのとれた基礎知識を有
し、社会の諸問題に対して良識ある
社会人として自律的に洞察できる。

政治、経済、歴史、芸術、科学にわたる多様な学問の基礎的知識を有する。

多様な学問分野の考え方を理解し、現実の社会的問題を考察して自らの意見を
述べることができる。

Ｂ
(b)

科学技術が社会と自然に及ぼす影
響を理解し、〇〇分野の専門技術者
としての責任感と倫理的行動規範を
身に着け、事例に即して応用するこ
とができる。

科学技術史を学び、〇〇分野の技術が社会と自然に及ぼす影響を事例に基づ
いて説明することができる。

技術者倫理を学び、〇〇分野の専門技術者としての責務と行動規範を理解して、
具体的事例（実例または想定例）に対する対処策を考えることができる。

Ｃ
(c)

〇〇分野の専門的知識を学ぶ上で
必要となる数学、物理学、化学およ
び情報技術を理解し、実験により体
得できていると共に、専門的知識の
修得にコンピュータを活用することが
できる。

数学、物理学、化学および情報技術の所定の科目を学び、〇〇分野の専門的基
礎知識の修得に応用できる。

物理、化学の標準的な実験を行い、データを取得し、結果を考察することができ
る。

〇〇分野の専門知識・能力の修得にコンピュータを活用できる。

Ｄ
(d)
(g)

〇〇分野の基盤をなす学問・技術を
体系的に理解し、具体的な現象・機
能を実験によって経験し、それらを複
合的なエンジニアリング問題に応用
することができ、さらに問題解決に必
要な知識を自主的・継続的に獲得す
ることができる。

□□技術の概論・基礎・応用にわたる専門的学問を学び、□□技術の理論体系
を理解すると共に、実システムの設計に応用できる。

△△技術の概論・基礎・応用にわたる学問を学び、△△技術の理論体系を理解
すると共に、実システムの設計に応用できる。

◇◇技術の概論・基礎・応用にわたる学問を学び、◇◇技術の理論体系を理解
すると共に、実システムの設計に応用できる。

〇〇分野の基盤的な技術の実験系を構成し、系の動作データを取得し、専門技
術者として結果の分析と考察を行うことができる。

○○分野および関連分野の未獲得の知識または技能を必要に応じて自主的に
習得する習慣を有する。

学習・教育到達目標の例（その1）
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Ｅ
(e)
(h)
(i)

〇〇分野の複合的な課題の解決を
必要とするデザインプロジェクトにお
いて、効果的なチームワークによって
プロジェクトを計画的に遂行し、制約
条件に適合するアイディアを出し、複
数の知識を応用して解決し、その結
果に対して社会的影響を含めて〇〇
分野の標準的な評価・検証を行うこと
ができる。

〇〇分野の代表的な課題の解決に有効なアイディアを複数提案することができる。

アイディアの実現に向けて、〇〇分野の複数の原理や知識を応用して新規性の
ある物（ハードウェア、ソフトウェア）や概念（サービス、ビジネスモデルなど）を創造
することができる。

創造した結果について、〇〇分野の標準的な評価・検証を行い、その有効性につ
いてコストや制度の制約条件への適合性、自然や社会への影響について考察す
ることができる。

複合的な課題の解決プロセスを、〇〇分野の標準的なプロジェクト管理手法を応
用して適切かつ計画的に遂行できる。

〇〇分野のプロジェクトを遂行するチームメンバーとしての役割りを認識し、分野
や文化の異なるメンバーとの相互理解を図り効果的なチーム活動ができる。

F
(f)

〇〇分野の複合的なエンジニアリ
ング活動に携わる技術者として、
専門書等の読解、報告書等の作成
と発表、業務関係者および文化の
違う人との効果的な対話を行うこ
とができる。

教科書、専門書、論文などの日本語文章を読解することができる。

〇〇分野の専門技術者の活動に必要な日本語による論理的な文章を記述するこ
とができる。

相手の専門性や理解度を考慮して図表等を効果的に活用した発表を行うことがで
きる。

〇〇分野の関係者および文化の違う人と、相手の立場を考慮して目的に沿う議論
を行うことができる。

〇〇分野の専門技術者としての国際的情報交換に必要な英文の読解力、記述力
および英会話力を有する。

学習・教育到達目標の例（その2）
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学習・教育到達目標の達成度評価

科目の目標の達成度評価 学習・教育到達目標の達成度評価
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・テスト（外部テストを含む）
▷知識、理解力、語学力などの客観的な評価に適す

▶汎用能力（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力、ﾃﾞｻﾞｲﾝ力、ﾁｰﾑﾜｰｸ力、等）の評価に不適

・レポート（論文を含む）
▷独創性、思考力、応用力、記述ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力などの評価が可能

▶信頼性の確保に工夫を要す（他人の成果混入の判別）

・プレゼンテーション
▷発表力、解決力、制作力などを含む汎用能力の評価に適す

▶評価者の主観による差異の軽減に工夫を要す

・デモンストレーション
▷創造力、解決力、スキルなどを含む汎用能力の評価に適す

▶評価者の主観による差異の軽減に工夫を要す

科目の達成度の評価法とそれらの利点・欠点
▷利点 ▶欠点

11
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学習・教育到達目標の総合的達成度評価

Ⅰ：関与する複数の科目が独立に寄与するタイプ

〔例：教養(a)、専門技術のトピックス(c)〕

Ⅱ：基礎的な知識・能力から段階的に高度な知識・能力へと
積み上げるタイプ

〔例：語学力(f)、数学・自然科学(c)、専門知識 (d)〕

Ⅲ：特化された科目によって習得されるタイプ
〔例：技術者倫理(b)、デザイン力(e)、計画的遂行(h)、チームワーク力(i)〕

Ⅳ：数多くの科目により総合的に習得されるタイプ
（一般に科目内での割合は小さい）

〔例：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力(f)、自主的・継続的学習力(g)〕
12

学習・教育到達目標に関与する科目の評価を基にして
到達目標の達成度を総合的にどう評価するか？

学習・教育到達目標はいくつかのタイプに分類できる
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タイプⅠ（関与する科目間の独立性が高い）

・履修した科目の該当する到達目標に対する評価を、同等

のウェイトで総合化

〔例：関与する科目の該当する目標の評価の平均値〕

タイプⅡ（初年次から高年次に段階的に能力を向上）

・高年次の履修時に能力が集約されるので、高年次の履修

科目の評価にウェイト付けして総合化

〔例１：最終段階の代表的な科目の評価の平均値〕

〔例２：ルーブリックによる修了時評価による〕

〔例３：ポートフォリオによる修了時評価による〕

タイプ別の総合的達成度評価の考え方
（その１）
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タイプⅢ（特化された少数の科目によって習得）
・該当科目の対象とする能力に適した評価法による評価

〔例1：技術者倫理
知識・理解：テスト
応用力：事例検討レポートをルーブリックで評価〕

〔例2：デザイン力
PBL科目と卒業研究を共通のルーブリックで評価〕

タイプⅣ（数多くの科目によって総合的に習得）
・当該目標のウェイトが比較的大きい科目について、
ルーブリックで評価して総合化
〔例：自主的・継続的学習力

レポート、宿題等を共通のルーブリックで評価〕

タイプ別の総合的達成度評価の考え方
（その２）
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科目が複数の学習・教育到達目標に
対応している場合の総合的な達成度評価
科目P

科目Q

科目R

学習教育目標Ａ
学習教育目標Ｂ
学習教育目標Ｃ

学習教育目標Ａ
学習教育目標Ｃ
学習教育目標Ｄ

学習教育目標Ａ
学習教育目標Ｄ
学習教育目標Ｅ

目標Ａの総合的達成度
・科目Pにおける目標Ａの評価
・科目Qにおける目標Ａの評価
・科目Rにおける目標Ａの評価
：

目標Ｂの総合的達成度
・科目Pにおける目標Ｂの評価
：

目標Ｃの総合的達成度
・科目Pにおける目標Ｃの評価
・科目Qにおける目標Ｃの評価

：

を総合化

を総合化

を総合化

15
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学習・教育到達目標
達成度評価基準

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

Ａ
(a)

政治、経済、
歴史、芸術、
科学に関する
バランスのとれ
た基礎知識を
有し、社会の
諸問題に対し
て良識ある社
会人として自
律的に考察し
自らの意見を
述べることがで
きる。

政治、経済、
歴史、芸術、
科学にわたる
多様な学問の
基礎的知識を
有する。

政治、経済、歴史、
芸術、科学にわた
り所定の科目の学
問を学んでいるが、
理解度の低いもの
が多い。

＜試験成績＞
・Ｃ評価が1/2
以上

政治、経済、歴史、
芸術、科学にわた
り所定の科目の学
問を学んでおり、
理解度の低いもの
があるものの大半
において基礎的
知識を有する。

＜試験成績＞
・B評価とA評価
が1/2以上

政治、経済、歴史、
芸術、科学にわた
り所定の科目の学
問の理解度がを
良好であり、十分
な基礎的知識を
有する。

＜試験成績＞
・B評価とA評価
が3/4以上

政治、経済、歴史、
芸術、科学にわた
り所定の科目の学
問の理解度が優
れており、豊富な
基礎的知識を有
する。

＜試験成績＞
・A評価が3/4
以上

多様な学問分
野の考え方を
理解し、現実
の社会的問題
を考察して自
らの意見を述
べることができ
る。

学んだ学問の理
解度が非常に低
いが、極めて限定
的な範囲で社会
的問題を考察して
自らの意見を述べ
ることができる。

学んだ学問の理
解度はやや低く、
社会的問題の考
察に弱点を含む
が、自らの意見を
ある程度述べるこ
とができる。

学んだ学問の考
え方を応用して社
会的問題を考察
でき、多くの場合
に自らの意見を述
べることができる。

学んだ学問の考
え方を多面的に
応用して社会的問
題を考察でき、自
らの優れた意見を
述べることができ
る。

学習・教育到達目標の総合的達成度評価
（ルーブリック評価の例）
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F

(f)
〇〇分野
の複合的
なエンジ
ニアリング
活動に携
わる技術
者として、
専門書等
の読解、
報告書等
の作成と
発表、業
務関係者
および文
化の違う
人との効
果的な対
話を行うこ
とができる。

教科書、専門書、
論文などの日本語
文章を読解すること
ができる。

新しく学ぶ概念や事
象に関して、教科書
の文章が部分的に
理解できないことが
ある。

〔日本語3級〕

新しく学ぶ概念や事
象に関して、教科書
の文章が全て理解
でき、技術系の専門
書や論文の文章が
大凡理解できる。
〔日本語準2級〕

技術系の高度な概
念や事象に関する
専門書や論文、およ
び人文系の専門書
の文章が理解できる。

〔日本語2級〕

哲学系の抽象度の
高い難解な概念を
含めて、専門書や論
文の文章が理解でき
る。

〔日本語1級〕

〇〇分野の専門技
術者の活動に必要
な日本語による論
理的な文章を記述
することができる。

専門的内容の説明
文を記述することは
できるが、論理的に
不備を含んでいるレ
ベルである。
〔日本語3級〕

専門的内容の説明
文を、論理的にほぼ
妥当に記述すること
ができる。

〔日本語準2級〕

専門的内容の説明
文を、論理的に正し
く述することができる。

〔日本語２級〕

専門的内容の説明
文を、論理的に正し
くかつ他分野の人に
も誤解の無いように
記述することができ
る。 〔日本語１級〕

相手の専門性や理
解度を考慮して図
表等を効果的に活
用した発表を行うこ
とができる。

図表等を活用した発
表を行うことはできる
が、理解が得られに
くい部分を含む発表
レベルである。

図表等を活用し、相
手の理解度をある程
度考慮した発表を行
うことができる。

相手の理解度を考
慮して図表等を工夫
し、起承転結も意識
した発表を行うことが
できる。

相手の理解度を十
分考慮して図表等を
工夫し、起承転結が
明確な発表を行うこ
とができる。

〇〇分野の関係者
および文化の違う
人と、相手の立場
を考慮して目的に
沿う議論を行うこと
ができる。

分野や文化の違う人
と討論することはで
きるが、相手の立場
の考慮が不十分なレ
ベルである。

分野や文化の違う人
と、相手の立場をあ
る程度考慮して、ほ
ぼ目的に沿う討論を
することができる。

分野や文化の違う人
と、相手の立場を考
慮して、目的に沿う
討論をすることがで
きる。

分野や文化の違う人
と、相手の立場を十
分考慮して完全に目
的に沿った討論をす
ることができる。

〇〇分野の専門技
術者としての国際
的情報交換に必要
な英文の読解力、
記述力および英会
話力を有する。

日常生活の話題に
関する英文の理解、
記述および英会話を
行うことができるレベ
ルである。
〔英語検定準２級〕

専門分野の簡単な
技術的内容に関す
る英文の理解、記述
および英会話を行う
ことができる。
〔英語検定2級〕

専門分野の技術的
内容に関する英文
の理解、記述および
英会話を行うことが
できる。
〔英語検定準1級〕

専門分野の技術的
内容および幅広い
内容に関する英文
の理解、記述および
英会話を行うことがで
きる。〔英語検定1級〕
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・ポートフォリオとは：能力（知識、応用力、汎用的能力、ス
キル、等）、学習、経験を実証する成果を構造化してまとめ
た収集物

ポートフォリオによる総合的達成度評価

・実証する成果には、科目の評価および学習・教育到達目標の
達成度も含まれる

成果物の蓄積

履修記録

修学活動記録

学外活動記録
学生自己評価

（ルーブリック評価）

学習・教育到達目標の設定

教員アセスメント
（ルーブリック評価）

到達目標の
総合的達成度評価

（ルーブリック評価）

・学習・教育到達目標の総合的達成度評価においてポートフォ
リオは、学生、教員双方にとって効果的に活用できる

＜日々の記録＞ ＜定期的な評価・ｱｾｽﾒﾝﾄ＞ ＜総合的達成度評価＞

学生による

教員による
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